



































序章	 本研究の目的と構成	 																																										・・・	 1	
	
第Ⅰ部	 重症心身障害児への教育と研究の課題	 																								・・・	 4	
	 第１章	 特別支援教育の現状と課題	 																																・・・	 5	
	 第２章	 重症心身障害児研究の成果と課題	 																										・・・	 12	
	 第３章	 本研究の目的と検討課題	 																																		・・・	 27	
	 第４章	 小括	 																																																				・・・	 34	
	
第Ⅱ部	 外界刺激への応答性に関する補完検討			 																						・・・	 35	
	 第５章	 前庭系の発達と機能の特徴	 																																・・・	 36	
	 第６章	 療育場面での平衡感覚刺激を含む複合的刺激に対する応答性の検討・・	 42	
	 第７章	 「ゆらし」刺激が外界刺激の応答性に及ぼす効果の検討	 						・・・	 63	
	 第８章	 小括	 																																																				・・・	 87	
	
第Ⅲ部	 物と空間への定位行動に関する検討	 																										・・・	 90	
	 第9章	 乳児の空間への定位行動の発生と発達	 																						・・・	 91	
	 第10章	リーチングの発生要因に関する発達指標の検討	 														・・・	 98	
	 第11章	リーチングにおける視覚と姿勢・運動調整の関係	 												・・・	 112	
	 第12章	リーチングが視覚の選択的注意に及ぼす効果	 																・・・	 134	
	 第13章	小括	 																																																				・・・	 160	
	
第Ⅳ部	応答性促進に関する実践検討	 	 																															・・・	 162	
	 第14章	覚醒系機能の成熟から定位反応の喚起・促進を目指した実践	 	 ・・・	 163	
	 第15章	リーチングの発生・促進から空間定位行動の拡がりを目指した実践・・・175	
	 第16章	小括	 																																																				・・・	 190	
	














































































































































































































































































































































































































症児は、分類番号 1〜 4 に相当する。このような重症児については、




























































結果、32 例中、先天性のもの 8 例、分娩障害 14 例、核黄疸後遺症
2 例、後天性の脳炎・脳症後遺症 5 例、変性疾患 3 例がみられ、他

















































































































































































































































クとし、3 ヶ月以降には次第に「第 2 の加速反応」が増加すること









































































































































































第 2 節 	 本研究の仮説と検討課題	
	 29	
	





























































































































































































































































































































ば、前庭神経核は受胎 3 ヶ月から機能するとし、Langworthy（ 1933）











































う も の で 、 興 奮 性 中 枢 細 胞 は 内 側 核 吻 側 か つ 腹 側 に あ る （ Baker,	
Mano	&	Shimazu,1969）。この中継細胞は、前庭性眼振の緩徐相の形












他方、垂直系は Ito,	 Higstein,	 and	 Tutiya（ 1976）によればい


















































































































	 重児施設に在園する重症児 2 名とした。2 名とも言語によるコミ
ュニケーションは困難で、日常生活では療育者による全面介助を要



























































































































































































































































2.  3 種の観察条件での反応について	
	 Fig.6-4 は、対象者 R.F.について「特に刺激を呈示しない場面」、
「療育者による働きかけの場面」、「平均感覚刺激を中心とした働き






















































































	 Fig.6-6 は、対象児 R.F.の結果を示しているが、これによると、



















































































































Fig.6-8 対 象児  R.F. 












	 以上に述べた呼名刺激条件での観察結果を対象児 R.F.と Y.T.で
比較したものを Fig.6-9 に示した。この図を概観すると、対象者 R.F.














































第 4 節 	 問題点ならびに今後の検討課題	
	






























































































25 例について行ったが、眼球運動を記録できた 19 例 (男子 11 例、
女子 8 例 )を検討の対象とした。なお、全例とも施設入所者であっ
た。生活年齢は 2 歳 9 か月から 19 歳 8 ヶ月で、平均 10 歳 6 ヶ月で
あった。遠城寺式乳幼児分析的発達検査による発達年齢は、3 ヶ月
から 1 歳 5 ヶ月で、平均 6 ヶ月であった。対象児の病因は、脳性麻
痺が 13 例と最も多く、その他は、てんかん 3 例、Reye 症候群後遺
症 1 例、新生児けいれん後遺症 1 例、染色体異常 1 例であった。脳
性麻痺の原	因ないし随伴疾患は、胎内障害 1 例、分娩障害 5 例、髄
膜炎後遺症 1 例、脳炎後遺症 1 例、新生児高ビリルビン血症 1 例、
乳児頭蓋内出血 1 例、先天性小頭症 2 例、無脳回症 1 例であった。
また、脳性麻痺の型は、痙直型 5 例、アテトーゼ型 2 例、混合型 4
例、低緊張型 2 例であった。	
	







	 (1)	脳 	 波 		
	 脳波は、「ゆらし」刺激呈示時中、比較的安定した記録が可能であ
る中心部(C)から導出した。基準電極は、左または右の耳垂においた。
脳波計(日本電気三栄製 1A64 型 )により増幅した脳波は紙記録し、
同時に磁気記録(Sony 製 DFR3915 型データレコーダ)した。中心部は、
鼻根と後頭結節を結ぶ正中線上の中間点とした。時定数は、0.1 秒














	 2 台の VTR(Sony 製 SMF トリニコンカラービデオカメラ HVC2500)
























	 台上に仰臥位にさせた対象児に、単一呈示条件として 2 秒を 1 周




(2)  連続呈示「ゆらし」刺激前の呼名刺激単一呈示		 	 	
	 「ゆらし」刺激後、約 5 分間の休息をおいて、呼名刺激を 20 秒間
隔で 4～5 回呈示した(Call−１条件)。 	
	
(3)  連続呈示「ゆらし」刺激	
	 約 2 秒を 1 周期とする「ゆらし」刺激を 5 回連続して呈示し、こ






















































(1)  脳	波 	
	 ミニコンピュータにより、サンプリング間隔 11.72ms で A/D 変換
し、基本周波数約 1/3Hz 毎のパワスペクトルを FFT 処理により算	出
した。パワスペクトル・アレイは、刺激前 6 秒間、刺激後 6 秒間の















	 呼名刺激条件および、「ゆらし」刺激条件での VTR 記録を再生し、
























































































中 4 例が「微笑」と「発声」を示した。この 4 例のうち 3 例は、追
視と頸定が可能であった。また、他の 1 例は追視のみが可能であっ
	 73	
た。Ⅱ群では、2 例中 1 例に「微笑」と「発声」が認められ、追視及
び頸定が可能であった。Ⅲ群では、「微笑」と「発声」を認めたもの
は、7 例中 1 例で、頸定も可能であった。また、「微笑」のみの出現






































































































刺激呈示前の 10 秒間に観察されないが、呈示後から 5 秒以内に観
察された場合に行動反応の出現とした。行動反応の有無について、
2 名の観察者問の一致率が 75～ 100%であった。本研究では、2 名の
観察者で一致した観察結果に基づき検討した。表出行動の出現率は、
呼名刺激呈示回数に対する特定の表出行動の出現回数の割合とした。	




Ⅲ群の S.Y.は、「微笑」の出現率が 25%であった。また、Ⅳ群の N.K.
は「視線」及び「振り向き」のそれぞれが 50%の出現率を示し、さら
に、手、足、頭などの身体の動きもみられた。	
	 次に、図中の黒四角で表した Call−2 条件後の呼名に対する表出
































































激呈示前 1 回目と 2 回目の呼名刺激に対して、5Hz の成分のパワが












































Fig.7-5 Call-1,Call-2 条 件 での 呼 名刺 激 に対 す る  






































































重症児 (14 例 )は、「ゆらし」刺激の 前と後での呼名刺激 (それぞれ













































































































































































































































































目反射）が生後 6 日から 20 日の新生児に認められることを報告し

















表 示 物 ） か で リ ー チ ン グ の 出 現 が 異 な る こ と を 示 し た 。 そ の 後 、
Dodwell	and	Difranco（ 1976）による追試結果からは支持されず、
5 ヶ月前後までは目標志向的なリーチングは認められないとした。














に 視 覚 −固 有 受 容 感 覚 的 な 空 間 シ ス テ ム の 存 在 が 指 摘 さ れ て い る
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ならない。Butterworth	and	Jarret（ 1991）は、 6 ヶ月から 18 ヶ月























ト）が見られる。Hood,	 	 Willen	 &	 Driver（ 1998）は、 3 ヶ月児で
も他者の視線方向と同じ方向に反射的に注意を向けることを示し、
Baron-Cohen の EDD メカニズムの存在を支持した。反射的注意シフ
トの生起について、Farroni,	Johnson,	Brockbank	&	Simion（ 2000）
は、乳児が他者の視線方向を追従するためには、「瞳の動き」を知覚
する こと の必 要性 を指 摘し てい る。 他方 、 Mansfield,	 Farroni	 &	


































































































































































































































第 3 節 	 結果と考察	
	
1.  視覚機能と手の運動の発達状態	








が多かった。視覚機能の状態として、1 歳 4 ヶ月頃までにみられる
発達指標への到達は比較的良好であると思われた。他方、手の運動
では、1 歳 4 ヶ月までの発達項目に未到達のものが多く、肢体不自
由特別支援学校に在籍する子どもたちの特徴と思われた。そして、
リーチングに着目すると、61％ (30 例 )の対象者にリーチング（「手
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も高く 0.696 であり、次いで、「覚醒中の 5〜10％は眼で周辺を走査
しますか（項目 3）」が 0.660、「狭い角度範囲（約 45 度）では、動












































































































































































































































	 机上 21 箇所の位置に呈示した物（対象児が生活や学習で使用す





10cm の間隔をあけた 7 地点（図中の 2〜 8）と前後方向に 10cm の間









してリーチングを観察した。観察には 3 台の VTR カメラを用いた。















































































	 リーチング時の手指や腕、頭部、躯幹の動きを 3 次元運動解析(フ















第 3 節 	 結果 	
	
1.  物の呈示位置とリーチング様相の関係	




























































がわかる。B2 と C7 へのリーチングは、共に持続した注視を伴って
急速に呈示物に接近したが、手が物に到達するまでの運動軌道の修






師の物のやり取りを 1 週間観察し、 物が呈示された位置を示 した











































































































































































































も低かった。いずれの結果も第 1 試行の行動を示した。結果、C4 へ
のリーチングでは、物の呈示後に衝立が取り除かれると、まず正面










































































































































































































































	 生後 2〜3 ヶ月の乳児は周辺視野へのサッケードが未成熟であり、
4 ヶ月頃になると適切なサッケードが可能になるという。この視覚
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位置を含め、左右方向にそれぞれ 20cm または 30cm の間隔をあけた
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間隔をおいた 3 つのライン（図中の N：近位・I：中間・F：遠位）と
の 9 つの交点位置から選定した。A には前述の交点位置 9 箇所に呈
示した。B には F と M・L・R の交点位置 3 箇所、そして、C には I と
M・ L・ R との交点位置 3 箇所に呈示した。物の呈示は、衝立で対象
児の視覚を遮蔽した状況で行い、物の設置後に衝立を取り除いた。
その直後からの行動を観察した。課題は、前述の呈示位置全てへの
試行（A は 9 試行・B と C は 3 試行）を 1 セットとし、セット間の間
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第 3 節 	 結果 	
	
1.  物の呈示位置と気づき時間の関係	








気づき時間の平均値は MI が 0.78 秒と最も短く、ついで MF、LF、RF
の順に延長した。これらの位置には、物の呈示後１秒前後で気づき、
標準偏差値も小さかった。他方、LN への気づきには 2.83 秒と最も
時間を要し、MN、 RI、 LI、 RN への気づきには、1.90 秒〜 2.47 秒の
時間を要した。標準偏差値は、特に LN と LI で大きかった。正中の
中間位・遠位と左・右の遠位に置かれた物への気づきは相対的に早
く、左・右・正中の近位と左・右の中間位置への気づきが相対的に
遅かった。他方、B の気づき時間の平均値は、MF で最も短く 4.10 秒
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Fig.12-3 物の 呈示 位 置と 気 づき 時 間  










































空間の 65 箇所、左空間の 41 箇所に物が呈示され、相対的に右空間
への呈示が多かった。また、前方 10〜 20cm の範囲に呈示されること
が多かった。つまり、正中の中間位と正中の近位付近への呈示頻度
が高かった。他方、B には、正中から左空間の 44 箇所、正中から右
空間の 25 箇所に呈示されており、左空間への呈示頻度が高く、前方


















った RF への気づきが早かった。B の標準偏差値は、LF よりも RF が
	 148	




















































































































	 Fig.12-6 に、課題セットごとに気づき時間の推移を示した。A と
B 共に 5 セット実施したが、気づきに援助行動を要したセットを除
いた。A では第 1 セットを除いた 4 セット分の結果を、そして、B で
は第 1 と第 2 セットを除いた 3 セット分の結果を示した。まず、A
では、気づき時間の平均値が短かった MI、MF、RF、LF では 4 セット
共に短時間で気づき、気づき時間はセット間で安定していた。他方、
気づきに時間を要した RN・RI・LN・LI へは、第 3 セット〜第 5 セッ
トにかけて気づき時間が短縮し、特に、日常生活でのリーチング経























































































































Fig.12-7 に、援助行動と気づきの結果を示した。A は、第 1 セット





第 1 セットで 3 箇所全てに気づけなかった。このうち MF と LF には
呈示者の視線で気づき、RF には指さしで気づけた。気づいた後には
リーチングが出現した。第 2 セットでは、MF・LF には自発的に気づ







が出現することはなかった。気づきに要した援助行動は、第 1 と 2


















































































































































に気付けない場合の援助でも、A と B は呈示者の視線など、より間
接的な援助で気づけたが、リーチングが全く生じなかった C には直





























































































































































































































第 2 節 	対象児 	
	
(1)  臨床像	
















	 ①運 	 動：移動運動 1 ヶ月・手の運動 1 ヶ月 	
②社会性：基本的習慣 4 ヶ月・対人関係 3 ヶ月 	
③言 	 語：発語 3 ヶ月・言語理解 1 ヶ月 	
	






















ど が 睡 眠 状 態 に あ る が 、 11:00 − 11:30 の 時 間 帯 の 30 分 間 と


















































































Fig.14-1 睡眠 —覚 醒の 様 相  






































Fig.14-2 睡眠 —覚 醒の 様 相  






































Fig.14-3 睡眠 —覚 醒の 様 相  



























































































































































































































間に 2 回、 1 回 15 分間で 7 回実施した。	
	
	 (2)行動の観察方法	



















































































































































































































































さ れ る と い う 考 え で あ る 。 乳 児 研 究 に お い て 、 Amiel-Tisson	 &	























	Table	 15-1 は、設定場面 1 で観察された自発行動の経年変化をま




るようになった 8 歳 2 ヶ月時には低頻度ながらも「見る行動」が生
起し、これが 9 歳 3 ヶ月時の観察では安定して表出されていた。そ
して、聴性行動にも変化が見られてきた。7 歳 3 ヶ月時には、音楽
や物音、人の声への反応に違いは見られなかったが、8 歳 2 ヶ月時
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Fig.15-4 人へ の接 近 を推 測 させ た 行動  













第 1 節 	 覚醒系機能の成熟から定位反応の喚起・促進を目指した実












































































知と運動的側面の発達に重要な役割を果たす。 4 . 5 ヶ月頃に両眼視
が機能し始めると奥行き知覚が可能となり、空間探索行動は活発と

























第 2 節 	 検討課題に対する結論と発達援助の要点	
	
















































































































































































































































































激の有効性を知見として得た（第Ⅱ部 6 章、 7 章、第Ⅳ部 14 章）。
そして、定位反応の発生後にリーチングが発生して、これが視覚の
選択的注意と姿勢・運動調整の側面から外界認知に作用して、初期
発達を促進する機能を明らかにした（第Ⅲ部 10 章、 11 章、 12 章）。
加えて、重症児にはリーチングが見られない事例も多いが、このよ
うな事例に対して、リーチングの発生を促す要因と療育方法につい
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